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従来，治療犠面においては，幼稚園児以下の年令のク
ライエントlζ，箱庭療法3)4) 6) (Sand Play Technique) 
がもちいられるζとは比較的少ないようである。
われわれのプレイルームにおいても，特に初期には，
乗り物やピスト Jレ，人形，ゲームなどの，play therapy 
のために用意しである玩具で遊ぷ幼児が多く，箱庭専用
の用具1:，最初から興味・関心を示す幼児はまれであ
る。
しかしながら，箱庭療法は，自己表現の手段として，
まだ言籍を十分に活用し得ない段階の幼児たちにも適用
できる特性を備えている。
そ乙で，本研究においてわれわれは， 3歳から5歳の
幼児たちが，いかなる箱庭表現をお乙なうかを実験的tζ
調査してみた。
幼児の箱庭表現を分析する場合，どのような点に注意
しなければならないかを考察し，本技法の幼児への適用
について検討を加えたいと思う。
目 的
普通幼児 (52名)の箱庭表現の緒特徴を分析し，小学
校児訟r.平))(4年生80名)，粉神薄弱児盆群〈小学校4
・5・6年生28名)および成人男女幻 (40名)の作品と
比較，年令および発達的な差途や共通性を明らかにす
る。さらに乙れらの資料を検討し，幼児1:箱庭療法を試
みる場合の効果的な利用方法について考察する。
手続きおよび方法
(1) 被量貧者
3員長児18名，4歳児16名，5歳児18名計52名の普通幼
児白。
(2) 用具・材料
適度Iζ湿らせた砂を入れた，内法57X72X7 CJIの砂箱
と，各種の人間，動物，怪獣，織物，家，家具，乗り物
などのミニチュア玩具を用意する。
(3) 実施方浅
①施行場所大阪市立大学児窓心理治療室(プレイ
・ルーム〉で個別に実施。
② テスター われわれのうち，いずれかが立ち会
。?
③ 教示 「乙乙にある砂箱とおもちゃを使って，あ
なたの好きなものを作ってちょうだい。おもちゃはどれ
を使ってもいいよ。」と教示し，幼児の自発的な表現を
見守る。
①実施期間昭和必年7月22日~昭和47年9月13日
なお， 52名中， 21名の幼児には1"'"3週の間隔で3・
，4回継続施行する。
(4) 益還の方法
①被験児が作品を作るのに要した時間，使用玩具の
数および種類などを測定し，小学生群，務薄児群，成人
群の数値と比較，検討する。
② カラースライ ドにした作品をみて，幼児の箱庭の
テー7を分類し，彼らの表現の諸特徴を把握する。
③継続施行した幼児については， 作品をシリ ーズと
してみ，その表現内容および変化の過程を分析する。
結果および考察
I 数量的検討
平均して幼児群は所要時間のわりには使用した玩具の
数も種類も少ないのが特徴的である。玩具数が，精簿児
iζ比し小学生若手により近いのは，務薄児群のような無差
別な玩具選択や「投げ込みjがなく，彼らなりに玩具の
識別が可能であるからだろう。~ぷ玩具の種類が少ない
のは，それだけ彼らの視野が限られており，自分の興味
の範囲内だけの玩具に夢中になるためだと考えられる。
( 25 ) 
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表- 1 (平均値と 5D)
ミ--杢~I 人数|所要時間|芸品 |量唱
M 22'29~ 
4307672 13l0g7 泡4幼 児 52 一
5D 11. 9565 
M 18官~ Iは49278992 3.98 小学生(4年) 80 
5D 11.5367 1.似あ4
M 盟諸民主 4.82 精 事轟 児 28 
5D 14.ω90 3.筋84
M 21'56~ 三割問成 人 40 
50 10.8163 1.1154 
M 23'52' 39.22 3.05 
3 歳 児 18 
5D ロ.149344.4909 1.1772 
M 27'23' 41. 31 2.87 
4 成 児 16 
5D 13.3184 39.4710 1. 3170 
M 16'42' 41.55 3.27 
5 首主 児 18 
50 10.2704 30.9394 1. 6264 
M 21〆51' 25.46 2.75 
幼児(男) 28 
50 12.4339 21.4800 1. 7291 
M 31iよ同Jiネ幼児(女〉 24 50 
表-2 (t検定)
長石--竺当所要時間同玩具判玩具の種類
幼児 :小学生 幼>小 幼<小 幼<小. 司長 司島
幼具 :精薄児 幼<精 幼吾<精妻普 幼<坐務
幼児 :成人 幼>成 幼<成 幼<成. 
3歳児 :4歳児 3歳<4歳 3員長<H長3歳>4歳
4歳児 :5威児 4歳，e>5設 4議<5歳 4歳<5貴重
3歳児 5歳児 3歳>5歳 3歳<5歳 3歳<5歳
男児 :女児 男<女 男<女 男<女
(註) 勺ま5%. 特は1%. *林は0.1%の危険率で
有意
また，幼児童手の所要時間が他君草花比し長いのは，小学
生霊平や成人はどちらかといえば静的に箱庭を作りあげて
いったのに対し，彼らは玩具を使って砂箱の中で遊びを
展開させていく者が多かったからである。とりわけ男児
は，少数の玩具で遊びを工夫して時間を費やす傾向があ
った。
幼児童手内においては.5歳児の創作に要した時間がや
や短い他は大きな年令差はみられない。総じて女児の方
が男児よりも玩具の数，種類共に多く使い，箱庭にとり
組んでいる時間も長かった。
E 幼児の選択する玩具について
幼児群は他霊平1ζ比し，動物および乗り物類を使用する
割合が多く，反対IC植物，人間類は比較的少ない。しか
し表4をみると，一つでも人間類を使っている者の数
表-3一人あたりの平均使用玩具数
長よ--:!_J幼 児 |小学生 |楠児|成人
人 間 類 3.49ぢ2 6.01 13.96 (52.5.6963 ) ( 8.5%) (12.196) (18.6%) 
動 物 実質 15.176 7 14.73 16.1596 7 (168.7.0960 ) (37.796) (29.6%) (22.196) 
純物類 3. 76 (19.8.8968 ) 9.64 咋は22」2震盟8i ( 9.396) (1212.9.∞ %) 
乗り物類 5.70 3.61 (14.196) ( 7.296) 旦ι2笠i
建造物 ・その他 12.21 15.69 (3202.4.7968 ) 14.09ぢ3 {3().396) (31. 35ぢ) (29.2%) 
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幼 乗建{(30造り7956物) 動(21.1必物) そ の%他) (17.5 
建(51造.25的物 植(22.5労物) その形他) (26.2 
建(42造.8%物) 人{17.8労間) その%他) (39.3 
成 植(ω %物) 建(32造.5%物) その%他) ( 7.5 
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表-6幼児苦手における主な玩具の使用人数一覧表
宅之ご一、司一、一民、一-一~一、 一ーー 一ー回ーーーー ー 初回(総数52) 第2回(総数21) 第 3回 (総数21)
同名  全体|男|女: 全体| 男 -.t:. 全体 | 男 -.t:. 
疑 似 人 間 10 2 8 2( 1) 1 l( 1) 7( 3) 3( 1) 4( 2) 
怪 人 (ウルトラマン等) 6 6 。 8( 2) 6( 2) 2 8( 1) 7 ( 1) 1 
女 の 子 (人) 8 1 7 3( 3) 。 3( 3) 4( 2) 。 4( 2) 
男 の 子 (人) 7 2 5 3( 2) 2( 1) l( 1) 2( 1) 。 2( 1) 
戦 つ 人 . 兵 士 4 l 3 5( 1) 4 ( 1) 1 
車 lζ 乗 一〉 Tこ 人 7 5 2 4( 3) 4( 3) 。 4( 3) 4( 3) 。
野 獣 16 6 10 5( 2) 3 2( 2) 5( 2) 2 ( 1) 3( 1) 
家 畜 18 6 12 5( 3) 1 4( 3) 4( 3) 1 3( 3) 
は 虫 業!'i 8 5 3 7( 3) 5( 1) 2( 2) 4( 4) 2( 2) 2( 2) 
怪 獣 17 16 1 10( 9) 8( 8) 2( 1) 11( 5) 9( 5) 2 
木 19 8 11 8( 7) 2( 2) 6( 5) 4( 3) 2 ( 1) 2( 2) 
宵酌守一 . 花 15 l 14 6( 3) 2 4( 3) 7 ( 6) 2( 1) 5( 5) 
* 物 5 。 5 5 2 3 3( 1) 1 2( 1) 
家 14 2 12 10( 3) 6( 2) 4 ( 1) 8( 6) 4( 3) 4( 3) 
宗教関係の建造物 14 5 9 5( 3) 2 3( 3) 1 。 1 
ガソ ンスタ ン ド 13 6 7 10( 6) 7 ( 4) 3( 2) 9( 4) 5( 3) 4( 1) 
自 動 ~ 21 14 7 14( 9) 11( 7) 3( 2) 15 (11) 11( 9) 4( 2) 
汽 E巨 . 電 車 18 11 7 11( 6) 10( 6) 1 11( 9) 9( 8) 2( 1) 
舟 10 7 3 8( 4) 4( 2) 4( 2) 4( 3) 2( 1) 2( 2) 
i政 車 類 11 10 1 5( 3) 5( 3) 。 6( 6) 6( 6) 。
家 具 . 遊 門回 20 5 15 14 (11) 7( 5) 7( 6) 14 (13) 6( 5) 8( 8) 
タイノレ ・ビー玉 ・石・貝 ・くさり 14 6 8 8( 4) 4( 1) 4( 3) 8( 7) 4( 3) 4( 4) 
(註) ( )内の数は，継続施行者で，前回または前々回にも同事Eの玩具を使った者を示す。
は，年令が増すにつれて多くなっているし. 5歳児では
植物類を箱庭にもちいる者は会、l乙多くなり，それ以下の
子どもとは5%の有意水準で差がある。男女別では;友児
群lζ 196の有意水準で植物類を使う者が多く， 一般に年
令を問わず女性が植物を好んで使うことを示している。
最初に何から置きはじめるか(表5)という問題は制作
者の「箱庭」に対するかかわり方や，制作態度などと関
連し興味深いものであるが，幼児においては，他球にみ
られぬ乗り物類や動物類が上位を占めている。単lζ玩具
を置き，あるいは並べていくだけでなく，齢、箱の中を切j
( 27 ) 
かし，遊びを展開させていく幼児の特徴が，設初の玩具
選択にも反映されているようである。
さて，表6は比較的使用頻度が高いと思われた玩具の
一覧表である。
いろいろ玩具を説べて楽しむ幼児は，2回目 3回目と
継続した場合， やはり同極の玩具を選択しがちである
し，一方，特定の玩具lζ強い興味をもってとびついた幼
児もまた次回同じものにひかれるという傾向がある。中
には玩具だなを俊していて，前回使った記憶のある玩具
をみつけると，もう一度それを使って安定するといった
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感じの幼児もいた。
来談児の中には特定の玩具iζ 固執して， 長期にわた
り，同じ玩具を箱庭表現にもちいるといった例が少なく
なし、。
われわれの被験児の場合はV項で述べるように，来談
児の表現内容に似た展開を示す箱庭に出会う時もあった
が，比較的柔軟性に富んだ玩具のもちい方をしていたよ
うである。乙の玩具は乙ういうふうに使うものだとか，
乙うでなければおかしいというような概念がなく，変者
をもった玩具を，とらわれずに選択していた。
個々の玩具についてみると，成人グループはほとんど
もちいないテレビ ・ドラマの主人公や怪獣類の玩具が使
われる率が，特に男児において高い。また野獣，家奮を
関わず，動物はよく用いられるし，へピ，とかげなどの
は虫類も関心をもたれやすい。これら 「アイドJレj的な
玩具や動物類は，幼児たちにとってイメ ージが湧きやす
い素材であると思われ，彼らの内的世界の表現に，密接
な象徴的役割を果しているようであった。
幼児はまた，ビー玉，タイ Jレp ブロックなど，カラフ
ルであり，特別な用途をもたぬ単純形の玩具を好んで使
う傾向がある。
彼らはこの磁の玩具を，説明のできない「何か」とし
て砂中に埋めた り ， 他の玩具の聞にそっと j~ く 。 未来あ
るいは 「可能性Jを暗示するかのような乙れらの玩具の
伎われ方は興味深いものでああ。
さらに宗教関係の建造物 (奇V聡，社，鳥居など)を
tI!.う幼児も相当数みられ，小学生鮮と同様，思いの他宗
教的玩具を選択するととがわかった。表現素材として宗
教的玩具を用いるのは年令とは無関係と思われる。
E 幼児のテーマ
幼児たちの作品に全体としてまとまったテー?を見出
す乙とが困難であった。彼らの中には気に入った玩具を
次々と置いて空間を埋めていったり，砂遊びの材料とし
て玩具を用いる者があり，部分的にテーマらしきものは
見出されるものの，統合された表現となるには到らぬも
のが多い。彼らの作品を一応テー7]1]1ζ分類してみると
おおむね次表のようになる。
「家の庭・遊園地」というのは，小学生群や成人詳
の，特に女子に多く見られたテーマで，一定の限られた
空間での平和な，なごやかな風景である。幼児の場合，
他群ほど整理されておらず，家具や遊具を多数雑然と並
べすぎる傾向があるが，基本的には同じテー7 と判断さ
れるものである。
「町・村Jは，庭よりも一層範閣のj五い世界を表現し
たもので，さまざまの建築物があり，自動車の往来など
が示されているもの「自然・ジャングノレ」は，人工的な
建造物が全くなく，動物や結物だけを使って表現されて
いる世界としている。 そして，作られた世界の焦点が，
そ乙にいる疑似人間や，人々の活動にあると忠われるも
のを， rつどい・おとぎの国」 として分けた。乙れは女
児IC多く見られたテーマである。
「戦いjのテーマは小学生群と同級，男子lζ圧倒的に
多かったテー7であり，怪獣ブームを反映して，怪獣や
スー ノfー マンの戦いがほとんどであった。
幼児特有のテー7 と思われるのは 「乗り物」 で，とれ
は乗り物類の陳列のような表現で，統合性はみられず，
羅列的な傾向の強いものである。
さて，小学生群においては，テー71ζ男女差があらわ
表-7 幼児のテーマ
フ二子一一一~1 3 議児 I 4歳児 15歳児 男 児 女 児 総 言十
家の庭 遊園地 3 (16.7%) 2 (12.5%) 4 (22.2%) 1 ( 3.6%) 8 (33.396) 9 (15.4労)
i町 . 村 3 (16.7%) 1 ( 6.3%) 2 (11. 1%) 3 (10.796) 3 (12.5%) 6 (11. 5%) 
自然 ・ジャング Jレ 1 ( 5.6労) 2 (12.5%) 2 (11.1%) 2 ( 7.1%) 3 (12.5%) 5 ( 9.6%) 
つどい・おとぎの国 1 ( 5.6%) 1 ( 6.3%) 4 (22.2%) 1 ( 3.696) 5 (20.8%) 6 (11.5%) 
1弘 し、 3 (16.7%) 6 (37.5%) 3 (16.7%) 11 (39.3%) 1 ( 4.296) 12 (23.1%) 
釆 り 物 3 (16.7%) 2 (12.5%) 1 ( 5.6%) 5 (17.95ぢ) 1 ( 4.2%) 6 (11. 5%) 
到i 物 園 。. 。 1 ( 5.6%) 1 ( 3.69ぢ) 。 1 ( 1.996) 
そ の イ~l 4 (22.296) 2 (12.596) 1 ( 5.6%) 4 (14.39ぢ) 3 (12.596) 7 (13.5%) 
(註) rその他Jは了解不能のもの
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表-8 幼児の表現特徴
ョー五一一一ーとは児 I4ぷ児 I5歳児 1 男 児|女児同 ~t 
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巴竺l二三三主l士主三空竺l … 勿l路8(3ω4.6~匂6的) 
4 22.29労杉駒) 5 (α31. 3~句話 9 (5切0.0%杉 6 (α21. 4~句彰) 1ロ2(玖羽).O~劣~ 1路8(3鈎4.6司乞7)
れ，男子群では f戦い」が，ム-子群では".支の志 ・遊間
地J;が各身優勢であった。同税の傾向は幼児伐について
もみられ， 乙の二つのテー7に関しては~ム:110に 1 %の
有意水準で差があった(戸検定}
また.テーマが何であるか了泌イ、能というものは，釘i
湾児群の作品の半数以上を占めていたが，幼児Mでは{J'.
令の上昇とともに少なくなっている。
なお，ことにあげたテー7以外に，小.'{:'t:l!fや浪人n
1こは，郊外や牧窃嵐長のような広々とした|世界を友現し
たものが栂当数あったが，幼児nlにはそういうテー7 は
みられなかった。
次IC.幼児たちの箱庭fl:り!と関して制作のプロセスを
8・えあわせてその表現特徴を分~したところ， ぷ 8 のよ
うになった。
図 1 5歳男児の例
図 2 <1歳女児の例
図 3 r采り物 J の例
図 4 r砂いじりjの例
図 5 動的表現lの例
( 29 ) 
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図 6 r羅列的表現」の例
砂と，どく少数の玩異を使って，砂で遊ぶ乙とが主と
した活動になったものが「砂いじりjの段階で，年令の
低い子どもに怠く，教示の窓味がまだ理解できない段僚
であろう。図4はその一例である。乙れはガソリンスタ
ンドの玩具を一つ選んで砂中lζ曲線を摘いて遊んだもの
で，エネルギーは卜分表現されているが，和をもとった作
品とまでは至っていない。
「玩具を依った動的表現jというのは，1.求人や小学生
鮮のー郊にみられた，玩具IC動きをもたせた(ノドにサル
を~らせたり， 遊只に人を乗せたりする)表現以上に，
箱の中で実際lこ玩兵をあち乙ち動かして遊ぶのが主な活
動であったものである。努児tζ特iC乙の表現が多いの
は，怪獣を選択したほとんどの子どもが怪獣どおしをひ
としきり箱の中で関わせたからである。凶5はそうして
遊んだ結栄である。
「羅列的表現」は，紡i事児にみられたような無差別な
玩兵の経列ではないが，同種の玩具のよせ集めであった
り，部分的に意味があるが，全体をみると雑居に過ぎな
いような作品になっているものである。幼児ICIま次有玩
只をi内きだすと止まると乙ろを知らないような-.lIliがあ
り，はじめはかなり統合された:&mであったものが，[~ 
終的lζは箱いっぱし、IC玩具がiLtかれたf1O'IJ的な作品にな
ってしまったものもある。やはりこれは幼児の白衣の弱
さであろうか。(凶6参照)
大多欽が怠図的な制作をする小学生群や成人鮮に比
べ，幼児においては意図的な制作をしたものは3分のl
で，f~りはこのような独特の表現をした。これら幼児の
表現特徴については箱縫療法実施の際，さらに箱陸作品
を分桁する場令卜分考慮しなければなるまし、。
IV 制作態度
われわれの被験児52名は，いずれも一定の時間内に街
庇を作り，これを机否した者は皆純であった 彼らはー
( 30 ) 
般にテスターに話しかけたり，歌をうたったりしながら
箱庭を楽しむ者が多かったが，一方，母子分離ができ
ず，母親同右のもとで作ったチども (4名，796)もい
た3
fi内IC空白をかなり残したものが11名 (21%)，玩具
を砂iζ埋め込むようにおさえて佼ったもの12名 (23%)
などが特徴的で，普通幼児の中には，問題児にみられる
特徴とよく似た傾向がある程度。zめられる ζ とがわかっ
た。
mの枠外へも玩具を泣いて，滋びを発展させていく子
ども，ミニチュア以外の普通玩只を箱庭lζ持ち込む子ど
もなど，幼児独特の遊び方も興味深いものであった。(図
3参照)
また，砂の使用については表9のとおりで，年令の低
いすニどもほど多く使い， 5歳児とそれ以前の子どもとで
は19ぎの有怠水1，で差があった。男女差も認められ，男
児の方が596の有志水準で多く砂を使っている。幼児の
助合，いわゆる砂いじり的な遊び方をした者があり，全
体のパーセン トが{~~、のだと思われるが， 小う再生若手で砂
を伏則した./[jは2596であるのに対し，幼児I平は約2倍の
48';'oと被験児の半分が砂を使っているのが注目される。
表-9砂の使用について
区なd 哩l砂を使用した者| 5活
12 66.696 
4 歳児 I16 10 62.596 
5 歳児 I18 3 16. 7% 
男 児 I28 18 臼.2%
1:. 児 124 1; 7 29.196 
全 正L出l 25 48.09ぢ
V 継続施行した幼児の箱庭について
初回の箱庭iζは，一般に制作者の人格が，広く統合的
に表現される ζとが多いし， ~と談者においては，その問
題性と治療の方向が示される重要なものである。
治療者はさらに，一つの流れとして，箱庭を継続的に
みる乙とiとより，来談者の内的世界の理解につとめる。
一回限りのm隆IC比し，継続胞行した場合の箱庭はど
のような点で巡ってくるか， それを普通ilJ!f~1ζおいて見
ょうとしたのがζの試みである。われわれはできる限り
彼らに許界的な態度で接し，彼らの自発的な表現をみま
もった。
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幼児たちは回をilねるにつれ， リラックスし，プレイ
Jレー ム内で活発にふるまうようになった。玩只へのも
の珍らしさがうすらいでくると.:ma主を作ること以外
に，立ち会っているわれわれと話したり，遊んだりする
ζ とにより強い興味を示し， 箱~を作るζとよりも ， 人
間関係の方に頂点が移ってくるように感じた匂わずかの
悶にみせた幼児たちのζの変化は，彼らの健康性をト分
に示していると思われた
なお，継続施行した幼児は21名，期間は1週...3週間
隔で一人3.4回である。
乙れら211うのぷ現内科の過程を分対iすると
①毎回よく似たit9IJ(J'J友現であったもの
( 3AA男児2名)
'2)羅列約な作品であるが，徐々に回を追うにつれ，ま
とまりをみせていくもの
(3成!J:.児.4政友児.5議友児)
③ 初日はt草子1](内であるが，次第lζテーマが出現してく
るもの
(3歳男児.4歳友児)
①表現された世界または領域が鉱大していくもの
(4ぷ男児.5歳女児)
③ テーマが進展あるいは変化していくもの
(3歳男児3名.4歳女児.5ぷ男児. 5i.長女児21'，
⑥毎回はっきりした aggressionを示すもの
(3歳男児3名.4歳男児2名)
に分けられた。
全国をとおしてみると.，まlま初日のm庭においてその
fどもの全体的な特徴がでているようであった。また，
テーマの進展，変化の皮合も早く.AE談児との差澄が:.&
じられたが，一方，普通幼児といっても，このような偶
然に与えられた僚会iζ思いがけない感情表出をお乙なう
了・どももいた。①.@.⑥糸列の中には，来談児の表現
内察に似た展開を示すmlflfF品がいくつかみられた。
ちなみに， 米宣伝的母親にお乙なった • I七f-1訓tEの払lit民
との関連をみると， 綴~に aggression を4従事4した 7 Z'， 
の幼児に閲しては.r反汽的J.r厳的J.r神経質jの1Ji
gが，生後1年rHl，就予断jのI雨期間を必じて全保平均を
上まわっている。
また，初阿，砂lこ子を触れなかった tニども101'，に|刻し
ては，やはり l反省的J.r厳絡」の項目の得点が向いこ
とが示されている。(表10委主照)
この点をみると.r事.mの長官態度は子どもの箱I必ぷ取
に何らかの影響があることがうかがわれる
さて，図7...凶10は5i.i女児の4回にわたる箱庭で，
( 31 ) 
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詰21lf」3481仲川ぉ 7%1ムんい22別山.9% 拘乞
伊r門門門8脳竹吋%可千十什167十門67町…ぺ口川イ7瑞%イlトM別54.490妨刊ゐ
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raggr・e-
SSlon 
傾向の7
名」の伶1就
緩の、手均JI学 170.0%173.6% 61. 2%lll. 9Si'h7. 3空bl23.190
前， I七
11早思議lき191仇お的戸1筋 147制 5.0物 0助
れなかっl年 I I I 
た10名:!J~~l I .，
の付税の1 必 L~ .~1. ..1 判，，~ 170.0961ω咋0.0%115肋 126.396122. 296 
領hまがだんだんに鉱Jにされていく例である。
初回iこはこのように1iiの一部に作られだ「玄縫Jが.
2回目には家並みとなって少し広がり. 3回目には人物
が大~}ft場， さらに 4 回目には乙れまで触れられなかっ
た砂が似られて川が作られ，子どもたちがあち乙ちで楽
しそうにi.!i脱しているにき・やかならil師になっている。
図IIから図14は.3政男児のmで，テー7が進展して
いくものである。
1 同自では主としてお1の中で行なわれていた工.~が，
2回目以降になると怜を乙えて広がり. 3回目，町で工
J~がさかんに行なわれ.:n終回にはそれまで工・Jlの中心
であった箱の中，:~の芝生と(1'告ができる。
図 7 5k量次児，第l回目
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図 8 5滋y，・児，t行2同日
図 9 5歳女児，第3同[1
図1 3歳男児. ~~ 1回口
児 E在学
( 32 ) 
図12 3歳男児，第2回目
図13 3歳男児，第3回目
図14 3歳男児，第4回目
m主の境界がまだ不明確な子どもの場合，箱の枠を組
えた表現をすることがあるが.4>:児の場合もそういう一
回を(fしている。しかしよ く見ると箱の11]は中としてま
とめ，それの外の世界として，12を敷いた台をもうひと
まわり大きい枠として見ながら悶聞に玩具をi泣いている
ようである。
羽 箱庭療法の幼児への適用について
箱庭療法を適用する場合，対象児の年令の下限は何成
か。この問題については個人差もあり，一概には結論づ
けられないが 3'"4政児では砂いじり的な遊び方にお
わったり .~仲の内外』ζ乙だわらぬ表現がみられ，むし
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ろ広く playtherapyとして行なう方がふさわしいと恩
われた。5歳児になると箱内にかなりまとまった表現が
可能なので，箱庭療法の設備のみの治療室を用いても有
効であろうと考えられる。
幼児の選ぶ玩具は，動物の顔をした疑似人1m，動物，
怪獣，乗り物など動き回る能力をもったものが多く，さ
らに同種の玩具を多数使う傾向があるので，玩具ー を準備
する際ICIま数を揃えるととなども考l益した方が良いだろ
つ。
ビー玉，タイル材，石，貝など単純形の玩具を使用す
る率も高いので，特定の用途をもたぬ玩具も収集して準
備しておくとよい。
また，幼児の体絡，視野範囲を考慮し，砂利の高さ
を，腰よりもさらに低い位置に設践した方が良いようで
ある。われわれは，幼児がしゃがんだ受勢でも作れるよ
うな位置に置いて行なってみた。
以上実際IC箱庭療法を行なう場合IC留怠すべき点を述
べたが，作品の理解，解釈にあたっては，制作のプロセ
スを考える ζと，幼児特有の表現のしかたに考慮を払う
ことなどを忘れてはならないと思う。
要 約
普通幼児52名のサンドプレイにおける表現の2話相を分
析し，小学生札精神樹首児苦手，成人E手などの箱庭と比
較した。
52名のうち21名の幼児については， 1 ~3j閣の間隔で
継続施行し，その変化の過程を分析した。結果は以下の
通りである。
(1) 幼児群は，(也群IL比し，佼用玩具.の数および旅類が
少ない一方，所要時間は長い。彼らの特徴は箱の巾で尖-
際IC玩具を動かし，活紐させて遊ぶ乙とであった。
(2) 男児群の作品のテー7では n淡いjが，}J.・児併にお
いては r家の彪・遊間地」が最も多く，小学生I!下や成人
群と向械の傾向を示した。
(3) 幼児の箱Eまには，砂の中iζ材料を固定させ，埋め込
んだり，あるいは一定の空白を残したものなど，続五車児
や問題児の特徴と類似したと ζろがみられた‘
(4) 3， 4歳児は多くの者が 「砂いじり」として箱縫を
楽しむ傾向にあり， 5 t.託児になると一般にある程度まと
まりをも った表現ができるようになる。しかし中には怠
味深い箱庭表現を示す3歳児もいた。
(5) 継続範行した幼児の箱庭においては， テーマが進
展，変化していくもの，毎回ほlま同内容のものなどがあ
ったが，初回の箱民主tζその子どもの全体的な特徴が出て
いるのが認められた。また彼らは3回目には初回ほど知
庭作りに熱意を示さず，むしろなち会っているわれわれ
との人間関係に，より強い興味を示すようになった。
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Summary 
We analyzed the sand play pictures made by nomal children (3 ~ 5 year百 old; 52 in number)， and 
compared them with those made by primary sch∞1 children， mental1y deficient children and a group of 
adults. As a consequence， the folowing results have been discovered. 
1) Among the themes of pictures taken up by the boys， "fights" predominated， while the girls most1y 
chose "house gardens， play-grounds". This particular tendency was found more or less common to the 
primary sch∞1 children and adults alike. 
2) The pictures made by these children included such pictures as those showing the "materials" buried 
in the sand， and the space unfil1ed， which feature the pictures made by the mentally deficient children 
and problem chi1dren. It is surmised that these facts may have something to do with their immaturity. 
( 33 ) 
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3) ln general， the children of 3'" 4 years old appωred to enjoy playing with sand， while most of 
the children of 5 -years old were found to bring their sand-playing to a certain integrated expressions， 
However， there were some among the chi1dren of 3 -years old， who produced highly significant 
pictures， 
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